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実践報告Ⅲ

はじめに

　私の報告は、実践報告というよりも、設
計図段階で考えていることやアセスメント
している状況を踏まえての問題提起として
お話しすると捉えていただければ幸いです。
　また、「広島県生協連なら、話のテーマ
は『平和』だろ？なぜここに立っているの
か？」と思われるかもしれませんが、この
研究所の「くらし福祉研究会」からリク
エストをいただいたのと、７～８年前に日
本生協連で福祉事業の推進にあたっていた
キャリアがありますので、そういう意味か
らも、今日はトータルに広島県生協連で考
えていることをお話しさせていただきます。

１．地域から生協をみる

　まず私の問題意識ですが、「生協から地
域を見る」という視点よりも、「地域から
生協を見たらどうなのだろう」ということ
をそろそろ考える時期ではないかというの
が最大の問題意識です。それで、広島県連
では、広島市の区長クラス、地元の地方新
聞の論説クラス、地元大学の教授など学識
者の方々に入っていただいて、「地域活性
化研究会」を開き、「どういうふうに見ら
れているのですか」ということを問いまし
た。

　その報告もしたいのですが、それはまた
の機会にお話させていただくとして、ひと
つ見えてきたのは、生協からの見方と地域
からの見方は全然違っているということで
す。一例を挙げますと、われわれは購買生
協としての考え方でものを見たり、医療生
協としての考え方でものを言ったりします
が、地域の人は両方の見方を知っています
から、「地域で生協はこういうふうに見ら
れているんだよ」ということを知っていま
す。その視点がわれわれには足りない、と
いうことに気づかされるわけです。言い換
えれば、地域と生協が今後どのように関
わっていくのかということです。
　私自身は、大半を 20 世紀を生きてきた
人間ですが、いまは 21 世紀です。ほとん
どの市民生協は 30 ～ 50 年の歴史を持って
いますが、これからの 50 年をどのように
地域貢献できるのか、という長期的視点で
地域はどのように変貌していくのか。その
ことをある程度理解してうえで、生協とし
て地域循環型の社会・経済システムに参加
していくか、という問題意識を持っています。
　結論から言えば、これからの生協は日常
生活圏域を意識した事業と活動が必要では
ないかという問題提起をしたいと思ってい
ます。また、懐かしさもある未来型の事業
をつくっていけばいいのではないか、とい
うことも考えています。これについては後
で説明させていただきます。

■□ 実践報告Ⅲ

県内生協の協同連帯で進める
福祉介護
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２．誰もが安心してくらせる
　　持続可能な地域コミュニティー
　　の再生をめざして

（１）「地域社会の関与」と
　　「セーフティーネットの形成」
　「誰もが安心してくらせる持続可能な地
域コミュニティーの再生をめざして」は、
広島県生協連のキーワードであり、「2020
年ビジョン」でも掲げています。このビジョ
ンには２つの柱があります。ひとつは「地
域社会への関与」ということ、すなわち
FEC自給圏（「食・農業（Foods）」「環境・
エネルギー（Energy）」「福祉・医療（Care）」
の自給圏）をつくるために生協がどのよう
に関われるのかということです。
　もうひとつは、防災、消費者被害防止な
どを含めた、「地域セーフティーネットの
形成」です（図表１参照）。
　広島県では、昨年の 2014 年８月 20 日に
大きな土砂災害があり、みなさんからも多
くの義援金をいただきました。本当にあり
がとうございました。

（２）Care「福祉・医療」
　福祉・医療の分野では、地域での人と人
とのつながりがポイントであり、先ほど報

告されたコープこうべさんやコープあいち
さんと共通しているのは、地域資源の一翼
として生協がどのように関われるのかとい
う実践事例だと思います。
　私も日本生協連時代によく、「福祉は住
まいであり、住まいなくして介護はない」
と言っていましたが、やはり住まいがすべ
てだと思います。その分野に生協がどう事
業や活動を展開できるか。高齢化の時代だ
からこそ大事な事業分野だと思います。た
とえば地域アセスメントをきちんとした上
で課題提起ができているかというと、購買
生協はなかなか厳しいものがあるのではな
いでしょうか。医療生協は地域では購買生
協とまた異なる影響力を持っていて、連携
しろとよく言われるけれども、その連携の
仕方がわからない。同じ生協でもそういう
きっかけがないのではないかと思います。
　たとえば昨年、生活支援コーディネー
ター中央研修がありました。これは厚生労
働省が募集して、各都道府県から５～６名
の専門員が参加したのですが、広島の場合、
県社協、介護支援専門員会や地域包括支援
センター、老健施設などとともに、県生協
連が参加しました。実は私が生活支援コー
ディネーター養成指導員になったのです
が、平成 26 ～ 29 年の３カ年をかけて地域
支援コーディネーターを育成し、自治体が
日常生活圏域（中学校区単位）で組織づく
りをやります。こうした動きの中に生協が
どのように関われるかが大事で、地域包括
ケアの視点は非常に重要になると思います。

３. 県生協連のこの間の取り組み

　この間の県生協連の取り組みについて、
５点ばかりの重点をご紹介して、次の問題
提起とさせていただきます。

図表１：2020 年ビジョン
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（１）2012 国際協同組合年（IYC）
　ひとつは 2012 年に国際協同組合年があ
りました。そこで全国的な取り組みをいろ
いろやりましたが、広島県の場合は、広島
県協同組合連絡協議会をつくって 30 年間
一緒に活動してきましたので、国際協同組
合年であらためて名刺交換をして、「よろ
しくお願いします」と挨拶する必要はあり
ませんでした。むしろ、顔と名前と性格が
一致するなかで、「何をやろうか」と話し
合うかたちで進んだので、広島県ではアク
ションプランをつくって、いまも進行形で
進んでいます。
　たとえば「地産地消の実践はどういうふ
うにしようか」とか、「福祉についてはど
うしようか」と論議しているわけですが、
福祉分野では毎年、実践交流会を開いてい
ます。社協、NPO、医療生協、購買生協
などが一緒になって、地元の中国新聞社か
ら平井さんという記者さん（現在は論説委
員）にも来ていただいて、自分たちはどの
ような考え方でやるのかということをお互
いに意見交換できる場面をつくったわけで
す。

（２）地域活性化研究会
　「地域活性化研究会」のテーマは「これ
からの生協は地域コミュニティにどう関わ
るか」です。私の感覚で言えば、地域包括
ケアは、実は地域づくりであり、地域づく
りに生協がどのように関われるのか、どん
な資源を持っているのか、あるいはもしか
したら資源をもっているが地域の声を無視
しているのか、そんなことも含めて研究会
を立ち上げて、いろいろお聞きしたら「生
協は、高い加入率を持っているのに、今後
どう使うんですか」と、非常に手厳しい意
見をもらいました。もっている資源は本気
で活用を考えなければなりません。

（３）生協版地域包括ケア研究
　　 ワーキンググループ
　そこで広島県連で立ち上げたのが「生協
版地域包括ケア研究ワーキンググループ」
です。浜岡先生からもお話があったように、
国は 2025 年に向けて「地域包括ケアシス
テム」を構築しようとしていますが、国が
言っていることをやるのではなくて、「わ
れわれは地域をどのように考えるのか」と
いう視点で課題化をすることが大事だと考
えたからです。
　つまり、「住民主体の地域包括ケアが必
要ではないか。これをどのようにするのか」
ということで、ワーキンググループでいろ
いろな論議をしました。まず、「くらしを
総合的に支える」ということです。日本生
協連が 2009 年に書いたものにも同等の表
現があります。
　ワーキンググループの結論から言えば、
生協として「日常生活圏域」ごとに分析し、
計画を立て、それによって事業課題や活動
課題を導き出していくことが必要だろうと
いうことでありました。それは「組合員さ
んのニーズ」という言葉に置き換えること
ができると思います。
　
　ワーキンググループでは、結論として以
下の「アクションプラン」を出しました。
①日常生活圏域ごとの政策、事業・活動計　
画の策定に取り組む。日常生活圏域ごと　
の地域分析。生協の資源リストを日常生　
活圏域ごとに再整理。
②行政の整備計画に沿った地域密着サービ　
スや居住系サービスの計画、申請を医療　
生協と購買生協の連携で進める。
③組合員の力を生かした生活支援サービス　
の開発や、生活支援コーディネーターの　
養成を医療生協と購買生協の連携で進め　
る。

実践報告Ⅲ
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　新しいことに取り組むとき、生協の理事
会では地域のデータを示すところから話が
始まります。「地域はどんな状況で、どん
なことが課題になっているのか。県生協連
では、日常生活圏域（中学校区）ごとに、
生協の介護事業所（つまり見えるもの）の
数、高齢者人口、高齢化率、一人暮らし世
帯数等のデータベースの構築作業を現在し
ています。（図表２参照）
　そうすると、まったく手つかずに近い地
域があることがわかります。そういう空白

地域に事業所を出すのか、あるいは地域と
連携するのか、自分たちの事業所以外にど
んなものがあるのか…地域発見力が備わっ
てくるわけです。これは生協から地域を見
ていたのではわからないわけで、地域から
見て生協はどうなのかという感覚が日常生
活圏域ごとに必要だということです。いま
進行している人口減少や高齢化の問題は、
それぐらい細かく取り組んでいかなければ
いけないと思います。もちろん行政が地域
の諸団体と連携してです。

図表２：日常生活圏域別３生協の
介護事業所配置、基礎情報
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（４）共同事業の先進モデル視察
　広島県生協連では、「代理の利かないトッ
プスタディ」というのを開いています。
「トップは代理が利きませんから万障繰り
合わせて参加してください」と呼びかけて、
昨年は青森県生協にお世話になり、「あお
もりコープフーズ」の視察に行きました。
　というのは、視察の報告書の感想は総じ
て「よかったですよ」と言ってもらえまし
た。ややもすれば、「ご苦労さん」で終わっ
てしまうケースがあるので、トップが実際
に見に行って、どういうことをやっていく
かを県連でまとめてみようという趣旨で
「トップスタディ」の企画をしたわけです。

（５）３生協共同事業３ヶ年計画
　そんな経緯も含めて、今年度から広島県
内の医療・購買の３生協の事業連携をス
タートさせようということになりました。
（図表４参照）
　広島県生協連の理事会で提案して、承認
された中身を申しますと、県内の医療・購
買の生協の事業の連携推進について、①今
年、広島医療生協・広島中央保健生協・生
協ひろしまによる共同事業化３ヶ年計画
（ロードマップの作成）を策定します。そ
して、②介護・福祉分野で具体的な事業化
の検討を進めます。生協は、あくまでも事
業を通じて組合員貢献と生活の向上をやる
ところですから、活動モデルだけでなく、
事業をきちんとできるモデルをつくる必要
があります。そのためには体制を整えなけ
ればなりません。県連はお金がないので、
３生協で出資をしてもらい、③今年、専門
職員を１人配置しています。
　そして、④３生協のトップが協議会をつ
くって、進めます。人材育成に関しては、
部長クラスが担います。

　先日、第１回目の３生協専務会議を開き
ました（図表５参照）。
　基本的な方向性としては、１つめは、日
常生活圏域ごとの医療・購買３生協のあら
ゆる事業（所）、組合員活動の情報を一元
集約して、その中から地域（日常生活圏域）
ごとの事業や活動の計画を考えていこうと
いうこと（図表６参照）。２つめは、地域
の中では、組合員は生協の違いをあまり意
識せずに活動している事例もあり、地域の
中で３生協の組合員が一緒に活動していく
ことが重要ではないか、ということが出さ
れました。
　１つめに関して申しますと、一覧表づく
りはたいへんな作業です。たとえば安佐南
区（城南）という地域の組合員組織・居場
所等の欄を見ると、「組合員さんの『ぬく
もりの家』で第４金曜日に食事会をやって
いるね」といったことが、すべて一覧でわ
かります。それに加えて、組合員のボラン
ティア活動、NPOの活動、行政の取り組
みも一覧にしていきたいと思っています。
　行政でも、昨年、問い合わせをしたら、「そ
んなことはやっていない」ということでし
た。「でも、日常生活圏域ごとにやろうと
しているんでしょう。どのように地域アセ
スメントをやっているのですか」と尋ねる

実践報告Ⅲ

図表４：３生協事業連携スタート
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と、「いまからこれを参考にさせてもらい
ます」ということでした（笑）。

　今年６月 12 日に、３生協と広島市高齢
福祉課の実務者懇談会を開いて、意見交換
をしたところ、課長は「広島市が進める必
要があると思うことは、生協が先行してす
べて実施されていますね」とおっしゃって
います。「すべて」というのはリップサー
ビスですが、私は「生協は、自分たちで動
きをつくって自己満足している段階ではな
くて、地域からどのように見られているか
というレベルに入ってきている」という問

題意識を持っているので、行政ともパート
ナーシップを持って、やっていきたいと
思っています。

まとめ

　生協は地域のなかで価値ある存在として
認知されることが重要です。そのためには
組織（単協）から地域を見るのではなく、
地域から生協を見るという視点での生協間
の連携が必須であり、県生協連はその調整・
推進役としてやっていきたいというのが結
論です。
　生協は事業をサスティナブルにすること
が重要です。先ほどの共同事業３か年計画
は、県連に職員を３年間配置しますが、時
限爆弾のようなもので、非常にせっかちな
やり方をしています。生協に求められてい
るのは実践力です。そして実行力ですから、
タスク的な取り組みにしたわけです。新た
な事業モデルを構築しようということで、
いま３つぐらい考えています。詳細はまだ

申し上げられませんが、新
しい事業を考えながらやっ
ているわけです。
　そういうわけで、まだ設
計図の段階でして、具体的
な実践報告ではなく、構想
段階で恐縮です。ご清聴あ
りがとうございました。

図表６：日常生活圏域ごとの３生協組合活動と事業一覧

図表５：３生協専務会議


